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■研究概要

高血圧は日本において約3,000万人もの人が該当すると言われて

いる。高血圧に関わる重要なホルモン（アンジオテンシンII）をターゲ 
ットとした降圧薬（ACE-IやARBなど）が多数臨床応用されている。しか 
し、複数の降圧薬を用いても血圧のコントロールに難渋することはし

ばしばあり、更なる降圧薬の開発が必要と考えられている。

当研究室ではDipeptidyle Peptidase (DPP) IIIという酵素が、アンジ 
オテンシンIIを分解する生化学的性質の詳細と生体内で降圧作用を

有することを初めて明らかにした。

■応用展開・共同研究テーマ例

・DPP IIIの作用を代替する化合物の探索

・新たな高血圧治療薬の開発
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研究シーズ

－ Dipeptidyle Peptidase（DPP）Ⅲをターゲットとして － 

■研究者からのお願い（ニーズ）

・高分子医薬の開発を得意とする製薬企業との共同研究

・化合物ライブラリーを使えるような製薬企業等との共同研究

・Earlyステージからの共同研究

従来のACE-IやARBとは異なる作用機序で降圧作用を有するDPPⅢ 

DPP IIIはアンジオ 
テンシンⅡに直接
作用して分解し、
受容体と結合しな
いようにする。
これにより、高血圧
が抑制される。
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